
令和８年度宇多津町農業者支援給付金支給要綱

（趣旨）
[bookmark: _GoBack]第１条　この要綱は、エネルギーや農業資材価格の高騰に直面する町内の農業者の負担を軽減し、経営を支援するため，令和８年度宇多津町農業者支援給付金（以下「給付金」という。）を、予算の範囲内で支給することについて、必要な事項を定めるものとする。
（支給対象者）
第２条　この要綱において、支援給付金の支給の対象となる者（以下「支給対象者」という。）は、町内に住所を有する者で、次の各号のいずれかに該当するものをいう。
（１）令和７年において農業収入の申告のある町内経営耕地面積が20アール以上かつ、農産物販売金額が年間10万円以上の農家
（２）令和８年に事業を開始した者で、同年中に次のア、イいずれかを達成することが見込まれるもの
　　ア　農業収入の申告のある町内経営耕作面積が20アール以上の農家
　　イ　農産物販売金額が年間10万円以上の農家
（３）その他町長が前各号と同様の取扱いが適当と認める者
（給付金の支給額）
第３条　給付金は、1支給対象者につき、認定農業者には50,000円を、それ以外の農家には20,000円を支給するものとする。
（給付金の支給回数）
第４条　給付金の支給は、１支給対象者につき1回限りとする。
（給付金の支給申請）
第５条　支給対象者で給付金を申請しようとする者（以下「申請者」という。）は、令和８年11月30日（以下「申請期限」という。）までに、令和８年度宇多津町農業者支援給付金支給申請書兼請求書（様式第１号。以下「申請書」という。）に、次に掲げる書類を添付して町長に提出しなければならない。
（１）令和７年分の確定申告書の写しまたは住民税申告書の写し。ただし、第２条
第２号に掲げる者については、出荷伝票または販売伝票の写し
（２）誓約書（様式第２号）
（３）支援給付金の振込先口座が確認できる預貯金通帳等の写し
（４）前３号に掲げるもののほか、町長が必要と認める書類
（給付金の支給）
第６条　町長は、前条の規定による申請があったときは、その内容を審査し、給付金を支給するべきものと認めたときは、支給を決定し、その旨を令和８年度宇多津町農業者支援給付金支給（不支給）決定通知書（様式第３号。以下「通知書」という。）により通知し、申請者に給付金を支給するものとする。
（申請が行われなかった場合等の取扱い）
第７条　町長は、支給対象者から申請期限までに申請書および関係書類の提出が行われなかった場合は、支給対象者が給付金の支給を受けることを辞退したものとみなす。
２　町長は、前条の規定による決定を行った後、申請書および関係書類の不備による振込不能等があり、町が確認等に努めたにもかかわらず、申請書および関係書類の補正が行われず、申請者の責に帰すべき事由により給付金の支給ができなかったときは、当該申請が取り下げられたものとみなす。
（支給決定の取消し）
第８条　町長は、支給対象者が偽りその他不正の手段により支給の決定を受けた場合は、給付金の支給の決定の取消しをすることができる。
２　町長は、前項の規定による取消しをしたときは、その旨を通知書により当該支給対象者に通知する。
（給付金の返還）
第９条　町長は、前条の規定による取消しをした場合において、既に給付金を支給しているときは、期限を定めて、支給した額に相当する金額の全部の返還を命ずるものとする。
（補則）
第10条　この要綱に定めるもののほか、給付金の支給に関し必要な事項は、町長が定める。
附　則
（施行期日）
１　この要綱は、令和８年９月14日から施行する。
（この要綱の失効）
２　この要綱は、令和９年３月31日限り、その効力を失う。ただし、第８条および第９条の規定は、同項に規定する日後もなお、その効力を有する。
